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W　生態学的緑化植栽の方法Me甑od　of　ecologicaユgreen隻遼9

　我々人間と自然の持続的な共存が可能な開発計画を策定する前提として，当該地域のもつ環境

特性（環境質）を科学的に分析，評価し，そこで明らかにされた潜在的な環境容量（環境が支え

うる生態的能力）に応じて，開発計画地域の自然生態系を保全しながら人間の生活空乱や産業立

地の場を科学的に1選択するための生態学的指針をつくりあげる必要がある。すなわち，将来にわ

たって人問と自然が共生できる，その土地の環境容量に則した生態学的環境保全，管理計画を策

定し，それに沿って開発行為を行うことが肝要である。

　ところである地域の潜在的な環境容量を明らかにする：方法の一つとして，植物社会学的植生単

位に基づいた地域の植生図化と立地図化がある。とくに潜在自然植生図は，地域の潜在的な環境

容量を，自然植生を用いて表したものである。さらに潜在自然植生および潜在自然植生図に基づ

いて，人間と自然の共生の基盤となる「みどり豊かな自然」を回復，復元，そして新たに創造す

る手法が生態学的緑化植栽法である。その土地の自然環境や立地に適応した「みどり豊かな自然」

とは「故郷の緑」であり，それは生態的に多様で安定した自然の植物群落（自然植生）である。

この自然植生は，水源瀕養，環境浄化，災害防止などの多彩な生態的機能を有している。すなわ

ち，人間と自然が共生できる生態学的開発を行うと言うことは，人間の生存基盤である「みどり

豊かな自然」を再生，回復するよう保全，管理し，かつ積極的に創造を含めた行為にほかならな

い。生態学的緑化植栽は，開発に係わり，陰1然を保全，管理し，将来にわたって人間の健全な生

活環境を保証する。

　従来から行われている緑化法として，修景的に見栄えのする成木を心木的に植栽する造園的手

法と，経済的に価値のある有用な樹木の苗木を植栽し，長期の育林を図る林業的手法，そして造

成法面等に外来の牧：草種子の吹きつけを行う緑化工などがある。これらの緑化法に対して，その

土地の環境に適し，古くから自生する植物の苗木や実生を用いて，多層で安定した自然林を創造

することで，自然環境の保全，回復，再生を図ることを目的とした緑化植栽の手法を生態学的緑

化法（エコロジー緑化）という（宮脇他，1982，1993；前中，1989；宮脇，1991，Miyawaki，

1992）。この生態学的緑化法では，事前に植栽計画地域の自然環境や生態的な立地特性を把握す

るなど，その土地の自然環境に適合した自然植生や潜在自然植生を判定し，緑化の基調となる自

然植生の構成種の中から植栽樹種の選定をするなどの緑化計画を策定する必要がある。

1．生態学的緑化植栽法の基本Basic　procedures　for　ecological　gree叢ing

　大分市およびその隣接地域における現存植生ならびに潜在自然植生調査の結果に基づいて，生

態学的緑化植栽による「ふるさとの森づくり」，「環境保全林づくり」のための基本的な留意点が

以下に示された（Fig．45）。
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　　　　　Fig．45．植生生態学的緑化植栽に係わるフローチャー』
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1）潜在自然植生の判定Deもermination　of撫e　p醜ential　natural　vegetaもio皿

　その土地の自然環境に適した郷土種の苗木を植栽する生態学的緑化を実施する際には，緑化計

画地域の植栽環境を明らかにしておく必要がある。すなわち，植栽立地の生態的環境特性を把握

し，その土地がどのような自然植生あるいは潜在自然植生を許容できるのかなど事前に判定した

上で，自然環境の保全，回復などその欝的に沿った緑化計画が策定されなければならない。

　　　α）自然植生と潜在自然植生

　自然植生とは，伐採，火入れなど一切の入間の影響を受けず，その土地の気候，地形，地質，

土壌などの無機的な環境条件との作用，反作用の結果として，そこに成立，持続してきた最も安
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定した植物群落の総体である。これらの自然植生は他の生物の生活空間として，食糧や生息場所

を提供するとともに，それら一体となって生物共同体を形成している。また，その土地の自然環

境と自然植生を生活基盤とする生物共同体とは，物質循環やエネルギーの流れなど，機能的にも

生態的にも相互に深く関連しあったいわゆる生態系を形作っている。この様に，自然植生はその

土地の自然環境と調和し，それ自体再生，更新能力を持った永続的に存続可能な植物群落であ

る。ところで，任意の広さの地表面に，一定の性格と構造を持った空間的単位を景観というが，

自然環境および自然：景観が全く破壊されることなく維持された地域の景観を自然景観と称してい

る（Schmith養sen，1968）。

　環境保全林造りが生物学的に多様で高い生態学的効果を期待できる緑環境を復元，再生するこ

とを目指すならば，その土地本来の自然環境に則した，自然植生あるいは近自然的な緑環境を形

成する必要がある。農村部など比較的自然植生の残された地域では，その土地の自然環境を容易

に理解し，その土地の自然環境に則した環境保全林造りの見本にすることができる。しかし，徹

底的に人為的改変の行われた都市域では，見本となるべき自然植生の大部分は破壊され殆ど残さ

れていない場合が多い。このような土地で自然環境とそこに成立していた自然植生を推定するの

は困難である。

　しかし幸いなことに自然植生が全くみられない地域においても，その土地に人為的管理下に成

立し，持続的に分布している現存の代償植生のリストの作成，現存植生の代償群落度あるいは植

生自然度による評価，群落環や植生遷移系列の把握，各種の群落単位の空間的広がりを地図上に

示した現存植生図化，自然環境要因である気候，地形，地質，土壌などの調査および測定，現在

の土地利用形態の把握，そして地域の景観特性などの調査資料を総合的かつ帰納的に処理するこ

とによって，その土地の自然植生の推定が可能となる。この様に，以前に実際に存在した自然植

生に対し，科学的かつ理論的に考えられる状態を表したのが現在の潜在自然植生である（丁甑en，

1956；宮脇，1968，1970，1972）。つまり潜在自然植生とは，その土地の持つ生態的潜在能力（環

境容量）を，いま現在，その土地が支えうる最も多様で安定した自然の終局群落（極相）で表現し

たものである。この潜在自然植生を用いて，具体的にある土地の評価，区：分を行い，その空間的

広がりを地図上に描いたのが潜在自然植生図である。ところで，ある景観域において，現在また

は過去の一定の時閾における理論的に推定可能な自然景観を潜在自然景観という（Schmi七聴sen，

1968）。

　潜在自然植生は，一度その土地に成立すればそれ自体持続可能であるばかりでなく，最も大き

な生態的能力を持った，多様で安定した植物共同体であることから，自然環境の保全を目指した

生態学的緑化や環境保全林造りのための指標となる。また潜在自然植生により立地の評価，区：分

を表した潜在自然植生図は，地域の生態的許容量（環境容量）の領域や範囲を明らかにするとと

もに，自然と人間の共存を可能にする自然環境と調和した地域開発計画の策定のための基礎図と

して利用することができる（宮脇，1968，1970，1972，1991；Miyawaki，1992）。
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2）　植栽樹種の選定Selection　of　P翌anもin9もrees

　自然植生は，その土地の気候，地形，土壌などの自然環境に最：も適応し，かつ生物的に多様で

安定した植物社会である。従って生態学的緑化法による環境保全林あるいはビオトープの生息空

間となる緑地環境を形成するにあたっては，多様な自然環境と釣り合った，それ自体持続的に生

存する能力を持った自然植生あるいは，科学的に判定された潜在自然植生の構成種の中から選定

されなければならない（宮脇，1991；宮脇他，1993）。すなわちその土地國有の自然環境と調和

した自然植生あるいは潜在自然植生の再生，回復を臼指した生態学的緑化法に基づく環境保全林

の創造こそ，多くの生態学的機能を有し，かつ恒久的な故郷の森の復元であり，人閲ばかりでな

く地球上に生息する全生物にとって緑豊かな生活環境の創出を可能にするものと思われる。

　　　（1＞植栽適性樹種の選定

　自然植生は，その土地の気候，地形，土壌などの自然環境に最も適応し，かつ多様で安定した

植物社会である。従って生態学的手法による「ふるさとの森づくり」や「環境保全林づくり」を

行うにあたっては，その土地の自然環境に適応し，かつ持続的な生存能力を有している自然植生

もしくは科学的に明らかにされた潜在自然植生を形成している主要な樹木の中から選定されなけ

ればならない。すなわちその土地圃有の自然環境に適応した自然植生あるいは潜在自然植生の主

要な構成樹木を用いた「ふるさとの森」の回復，復尤，創造こそ，多様で安定した緑環境の形成

を可能にするばかりでなく，大きな生態的緑地効果が期待できる。

　ところで湿潤で温和な気候環境に恵まれた日本列島の大部分では，海水の影響を受ける海岸

線，河川や池沼などの水域およびその境界域，そして生物の成長可能な期聞の短い高山帯をのぞ

けば，植生遷移の最終段階の終局群落（極相）は多層な植物社会としての森林となる。すなわち

日本の国内における環境保全，修復を阻指した生態学的緑化計画の基調は，環境保全林など生態

的緑地効果の最：も大きい森林を形成することに他ならない。結局，生態学的緑化のための植栽樹

種は，その土地の自然あるいは潜在自然植生として識別された森林植生の構成種の中から選定さ

れる。

　　　②　自然林の群落構造と林冠形成樹種の選定

　環境保全のための生態学的緑化が自然林の再生および新たな形成にあるとするならば，植栽樹

木の選定にあたっては，各樹種の成長限界など生理的能力や自然林の中で占める生態的地位を明

らかにしておく必要がある。すなわち自然林の再生，あるいは新たに環境保全林をつくるにあた

っては，短期閾で森林が形成されるように，樹種の生理的，生態的能力に応じた植栽樹木の選定

および植栽計画が必要である。

　日本の各自然植生域に発達する終局群落としての森林群落は，基本的に樹高が20m以上となる
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高木で形成された高木層，樹高が8～15mの中木からなる亜高木層，樹高が2～5mの低木で占

められた低木層，そして草丈が1m内外の草本類の生育する草：本層など4つの階層からなる多層

な植物社会を形成している。中木および低木の中には高木に成長する能力を持った樹種も含まれ

ているが，大部分の樹種はそれぞれの生的的樹高限界に応じた階層社会においてそれぞれの生活

史を全うするといった，いわゆる生態的な「すみわけ」を行っている。

　このことから早期に環境保全林の構築を可能にするためには，潜在自然植生を構成する樹木の

うち，将来林冠を形成する生理的および生態的能力を持った樹種が選定される。しかし自然林の

高木層および亜高木層を形成する樹種は，一般的に植生遷移の最終段階に生態的地位の上位を占

める，いわゆる陰樹と称する成長が遅くかつ生育期間の長いなどの性質を持っている。しかし日

本では無植生の状態から終周群落に至る進行遷移に要する時問は，土壌が形成されていない裸地

から出発する一次遷移が200～300年程度とされているのに鰐し，すでに土壌が発達した立地を出

発点とする二次遷移では圭00年程度もしくは20～30年たらずで安定した終局群落に達すると考え

られている（宮脇，1970；宮脇他，1993）。それゆえ自然林の形成を目的とした緑化を行うに際

しては，植生遷移を考慮して先駆樹種との三門を考える場合もあるが，生態学的緑化法では，最

初から潜在自然植生の構成種であり，かつ遷移の最終段階で森林群落の高木層を形成する能力を

持った樹種の苗木を植栽する。その場合，都市域に多くみられる埋立地や大規模造成地など土壌

が著しく改変された立地において，その土地の潜在自然植生に対応する森林を形成するために

は，土壌改良，客土，盛土などにより潜在自然植生を支えうる土壌環境など植栽基盤の整備を行

う必要がある（亀山，1977）。低木層や草本層の植物については，高木層形成樹種の植栽が不可

能な立地や「マント群落」や「ソデ群落」など森林を保護する機能を持った林縁群落の形成が必

要な際に意識的に植栽されることもあるが，森林へ発達していく過程で，鳥類など野生動物によ

り種子が林床に散布され，それらが発芽，活着し，自然と低木層や草本層が形成されていくの

で，必ずしも植栽する必要はないであろう。

　　　（3＞ヤブツバキクラス域の自然および潜在自然植生

　本州中部および関東以南の低地，四国，九州，そして南西諸島の大部分の地域は，暖温帯から

亜熱帯気候下にあって，常緑広葉樹林を自然および潜在自然植生とするヤブツバキクラス域に位

置している。

　ヤブツバキクラス域に分布する自然および潜在自然植生は，気候だけでなく，地形，地質，土

壌などの環境要因の強弱を反映して多様である。マクロな空間スケールでみれば，本州，四国，

九州などのヤブツバキクラス域の沿岸低地の自然および潜在自然植生として，イズセンジョウー

スダジイ群団に属する，ミミズバイースダジイ群集，ホソバカナワラビースダジイ群集，イノデ

ータブノキ群集，ムサシアブミータブノキ群集，ホルトノキ群集などがある。亜熱帯気候下の南

西諸島では，ボチョウジースダジイ群団に属する，ケナガエサカキースダジイ群集，オキナワシ
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キミースダジイ群集，ケハダルリミノキースダジイ群集，ギョクシンカースダジイ群集，オキナ

ワウラジロガシ群集などがあげられる。

　本州，四国，九州の内陸部のヤブツバキクラス域の自然および潜在自然植生として，アカガシ

ーシラカシ群団に属する，ヤブコウジースダジイ群集，カナメモチーコジイ群集，サカキーコジ

イ群集，ルリミノキーイチイガシ群集，シラカシ群集，ナナメノキーアラカシ群集，コカンスゲ

ーウラジロガシ群集，ヒメアオキーウラジロガシ群集，イスノキーウラジロガシ群集，ミヤマシ

キミーアカガシ群集などが分布する。

　また，ミクロな空間スケールでは，局地的な土地的環境条件に対応した各種の自然植生が発達

する。潮風の影響を受ける海岸旧地などでは，多層な高オ：林は発達せず，トベラ群団に属するア

カテツーハマビワ群集，オニヤブソテツーハマビワ群集，トベラーウバメガシ群集，マサキート

ベラ群集などの海岸風衝低木林が発達する。定期的に河川の氾濫の影響を受ける沖積低地や河畔

には，夏緑広葉樹林のエノキームクノキ群集がみられる。ブナクラスと同様に，土壌の過湿な立

地にはハンノキ林が，そして河辺沿いにはヤナギ林などの夏緑樹林を主体とした自然および潜在

自然植生が局地的に分布している。

　　　（4）ヤブツバキクラス域の植栽適性樹種

　ヤブッバキクラス域は日本の植生帯の中では最も人口が集中し，都市化など開発が進んだ地域

であり，それにともなって最も自然が破壊された地域でもある。それ故，ヤブソバキクラス域

は，潜在自然植生を基調とする生態学的緑化を最も必要とされる地域でもある。しかもヤブツバ

キクラス域の大部分の地域では，長年に渡り土壌ばかりでなく地形の人為的改変も行われてい

る。このため現在の植栽立地の潜在自然植生は，以前存在した過去の自然植生とは異なったもの

となる。例えば以前ホソバカナワラビースダジイ群集を自然植生とした立地が，現在はヤブコウ

ジースダジイ群集を潜在自然植生とする立地に，また以前カナメモチーコジイ群集であった立地

が，今はナナメノキーアラカシ群集の立地に変化するといったように，土地の改変によって，過

去の自然植生よりは多少とも生物的多様度の低い現在の潜在自然植生が判定される。埋立造成地

など大きく土壌環境が損なわれた場所で，その土地の潜在自然植生に対応した環境保全林の形成

を行う場合には，表土の復元，土壌改良，盛土など土壌環境の整備が必要となる。

　　　（5）大分市における植栽適性樹種の選定

　大分市は別府湾を望む北部の沿岸低地から，市域の最高峰である標高750mの障子岳を含む山

地地形となる南部に向かって海抜高度が上昇している。ところで気候環境的には，市の全域は常

緑広葉樹を潜在自然植生とするヤブツバキクラス域に属している。しかし大野川および大分川の

堆積によって形成された大分平野およびそれに隣接した低位な台地は，ミミズバイースダジイ群

集やイノデータブノキ群集などスダジイ，タブノキを中心としたイズセンリョウースダジイ群団
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　　　　Table　39．大分市の低地における植栽適性樹種一覧表

Approprla七e　trees　alld　shrubs　for　plan七ing　on王owlands　in　Oita　City

f

形 態

高木性常緑広葉樹

亜高木性常緑広葉樹

低木性常緑広葉樹

高木・亜高木性夏緑
i広葉樹

低木性夏緑広葉樹

街路樹に適した樹種

潜 在 自 然 植 生 域

ミミズパイー・ダジイ糠・サシアブ・一・ブ・キ醐・・デー・ブ・キ群集

コジイ，スダジイ，アラカシ，クスノキ，タブノキ，ホルトノキ，クロガネモチ，

コハンモチ

ヤブツバキ，モチノキ，ナナメノキ，ヤブニッケイ，シロダモ，カナメモチ，ヤマi

モモ，カクレミノ，オガタマノキ，サンゴジュ，タイミソタチバナ

アオキ，サザンカ，チャノキ，

センリョウ，イズセンリョウ，

ハマヒサカキ

シャシャンボ，クチナシ，イヌツゲ，マンリョウ，

ミミズバイ，マサキ，トベラ，マルバシャリンバイ，1

コナラ，クヌギ，アベマキ，ケヤキ，エノキ，ムクノキ，ミズキ，クマノミズキ，

カラスザンショウ，イロハモミジ，エゴノキ

ガマズミ・・パノガマズミ・カマツ九ムラサキシキブ・ヤブムラサキ・オオム刻

サキシキブ，ハマクサギ，イヌビワ

〔常緑樹〕

シラカシ，アラカシ，ボルトノキ，クロガネモチ，ヤマモモ

〔落葉樹〕

ケヤキ，ムクノキ，トウカエデ，ニワウルシ，プラタナス，ユジノキ，イチョウ

〔花　木〕

ナツツバキ，ユリノキ，アメリカハナミズキ，ヤマザクラ，オオシマザクラ

　　　　　　　　　睡緑樹〕

　　　　　　　　　サザンカ，カナメモチ，ヤブツバキ，マルバシャリンバイ，マサキ，ウバメガシ，

　　　　　　　　　　アセビ，サンゴジュ，ジンチョウゲ，イヌツゲ，チャノキ，シャリンバイ，キンモ
生垣植栽に適した樹
　　　　　　　　　　クセイ
種
　　　　　　　　　　〔落葉樹・花木〕

　　　　　　　　　　アベリア，アジサイ，トサミズキ，サツキ類，ツツジ類，ウツギ類，チョウセンレ

　　　　　　　　　　ンギョ

の潜在自然植生域である。一方，市の中部から南部にかけての丘陵，山地帯は，シイモチーシリ

ブカガシ群集などコジイ，アラカシ，シラカシ，イチイガシを主体としたアカガシーシラカシ群

國に属する内陸生の常緑広葉樹の生育する潜在自然植生域である。すなわち，大分市の潜在自然

植生域は北部の沿岸低地部と中央部から南部の丘陵，山地帯の2つの地域に分けられる。本報告

書では，イズセンリョウースダジイ群団域とアカガシーシラカシ群団域における植栽適性樹種が

示された（Table．39，40）。

　　3）植栽立地の整備Preparation　of　planting　siもe

　基本的に「ふるさとの森づくり」，「環境保全林づくり」に際しては，森づくりを行う場所の自

然環境に適応した潜在自然植生の構成樹種が植栽される。しかし植栽地の自然環境が潜在自然植
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　　　Table　40．大分市の丘陵，低山地帯における植栽適性樹種一覧表

Appropriate　trees　and　shrubs　for　pian七ing　on　hills　a且d　lower　molltane　belts

in　Oita　City

形 態

高木性常緑広葉樹

i
i亜高木性常緑広葉樹

低木性常緑広葉樹

i高木．亜高木性夏緑

i広葉樹

低木性夏緑広葉樹

潜 在 自 ．然 植 生 域

シイモチーシリブカガシ
群集

ツクハ不ガシーシラカシ ミヤマシキミーアカガシ
群集

コジイ，スダジイ，アラカシ，アカガシ，ツクバネガシ，シラカシ，クスノキ，シ

リフカガシ

ヤブツバキ，モチノキ，クロガネモチ，ナナメノキ，ヤブニッケイ，シロダモ，カ

ナメモチ，ヤマモモ，カクレミノ，サカキ，ソヨゴ，ヒイラギ

アオキ，シキミ，ヒイラギ，サザンカ，チャノキ，シャシャンボ，クチナシ，イヌ

ツゲ，アセビ，マンリョウ，ハイノキ

コナラ，クヌギ，アベマキ，ケヤキ，イロハモミジ，ヤマモミジ，イヌシデ，アカ

シデ，イヌザクラ，ザイフリボク，ヤマザクラ，ヒメシャラ，マルバアオダモ，エ1

ゴノキ，タカノツメ，リョウブ，ネジキ

ヤマツツジ，モチツツジ，サイコクミツバツツジ，コバノガマズミ，ガマズミ，カ・

マツカ，サワフタギ，タンナサワフタギ，ナツハゼ，シロモジ，ムラサキシキブ，

ヤブムラサキ，ニシキウツギ，ヤブウッギ，マルバゥッギ

…繍樹に適し醐樹〔落葉樹〕

i〔常緑棚

レラ魁・・カ…ル・・キ…ガネ・チ・ヤ・モモ

iケヤキ・ムクノキ・トウカエデ，ニワウノレシ・プラタナス・イチ・ウ

　〔花　木〕

ナツツバキ，ヒメシャラ，アメリカハナミズキ，ヤマザクラ，オオシ’マザクラ

1生垣植栽に適した樹

i〔常緑樹〕

iサザンカ，カナメモチ，ヤブツバキ，マサキ，ウバメガシ，アセビ，ジンチョウi
賦イヌツゲ，チ。ノキ，サ。ゴジ。，キ．モ，セイ

　〔落葉樹・花木〕

アベリア，アジサイ，トサミズキ，サツキ類，ツツジ類，ウツギ類，チョウセンレ…

ンギョ

生構成種の植栽に合致している場合でも，造成地などのように有機質に富んだ表層土が失われ，

緻密で固く，水はけの悪い土壌で覆われるなど人為的に改変を受けた土地では，土壌の排水と通

気性を良好にし，有機質に富んだ表層土の還元など植栽地の土壌改良が必要である。こうした植

栽立地の土壌改良対策として盛土によるマウンドの構築が最も効果的である。マウンド造成の際

に，雨水などが停滞しない様に必ず一定方向に側溝を設置したり，下層土の土壌改良を行う。マ

ウン．ドの基盤となる下贋土は，植栽した樹木の根に悪い影響を及ぼさなければ，瓦礫などの含ま

れた造成残土でもよい。一方，表層土の還元方法として，構築したマウンドの表面に厚さ20～

30cm程度で有機質に富んだ自然の表土を客＝ヒする。必要な場合，各種土壌改良剤を加えた土壌を

客土するのも良い（Fig．46）。
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現地盤陀起

　　　　、Eへ》’事！〉八フ・’こ鳶唇躯、’

川田細川川lil川川

下層土盛土

　．，，・．一・’・’・顧

E’ぐハ、Y〈’“〉と・、▽ミ’一

milll川1川1川！1

表土還元

　　　．・㍉∵。・，・ご竃・’・’

E・る鞍k“レ・彦・駆メ・り・、ご・．

川ll旧1川州【油川

植え穴掘り

y壌改良資材1船

植え付け
}ルチング

8転圧されている現地盤をリッパー，

バックホウ等で50c田稚度耕起する。

・現地発生土をマウンド状に盛土

　（透水性の良いもの）する。

　盛二i二厚は30cm稚度とする。

●重機等を使用する場合には，締め

　岡めないように注意する。

・表二L還元（客」二」享20cm）

　現地発生表土を還元する。

　　　　　　　　　　　　Fig．46．　マウンド型植栽立地の造成Q

　　　　　　　　　Schema　of　s七eps　for　plεmt沁g　oll　a　mounded　ground・

　マウンドの造成は，狭い場所での緑地面積の拡大を可能にするだけでなく，将来にわたって生

態的緑地効果や修景，風致効果を増大させるなどの効果がある。マウンドの形状はなるべく傾斜

をつけ雨水等が停滞しないようにする。できるだけ斜面仰角が20～40度程度の自然勾配に盛土す

るのがよい。またマウンドの傾斜が40度以上の急勾配である場合には，杭や編柵を用いて土壌の

流失や崩れを防ぐ必要がある。とくに固い岩盤や地層の露出した切り取り法面など盛土の不可能

な急傾斜面では，1～2mの高差で段付けし，各州に幅40～50cmの犬走を設ける。つくられた各

段の表層を50c購程度掘削し，その上にマウンドの場合と同様の表層土を被覆する。また各段の端

は杭や編柵を用いて土壌の流失や崩れを防ぐ（Fig．47）。

4）植栽樹種に係わる基本事項Basic　procedure　o£planting　trees

環境保全林形成のための植栽方法には，すでに大きくなった成木植栽と小さな幼木による苗木
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．「

1

30cm輔

［
　｝1

一。機械荒夷上げ（君上材となヒませるため

　にデコボコに）
　．段切り〔客上封の滑り跡止，権え1手け部

　の土壌厚さ確保｝

，、’ﾜ
瀟

●　板棚工　 〔椎矢多反，　2，GGO×30　x　120■　2段）

漱板のかが1に，現場｛挺で発’喧

する伐間木や竹を利用しても良い。

●鉄捧（D25，長さ正mド　lm傷1隔）

（オーガー，電気ドリル等により穿TL｝

　、・1へ
葦…‘∵一じ

r：二割｛至塁聖｝

　．バックホウ等で客土し，人力で整形

戸．

■葦　：搬賛耀警鞭oo｝

　　　　｛パーク胴肥閥9体）

君、．訊’

　　　　が　　ノコ

，繍1～

潴

lI

・挿わらによるマルチング

　〔埴栽後，すみやかに行う。｝

　　　　　　　　　　　Fig，47．造成法面における植栽立地の造成。

　　　　　　　　　　Schema　of　steps　fQr　plan七ing　on　a　readied　slope．

植栽がある。成木植栽は従来の造園的な修景植栽に用いられる方法で，植栽後すぐに修景効果が

必要な場合に都合が良い。とくに短期間に見た目に良い緑地を形成する必要がある時に行われ

る。しかし成木植栽では，大きな成木を移植植栽する際に根系を傷めたり，場合によっては樹勢

の衰え，活着不良などにより枯死される危険性が高い。また成木植栽では長期間，経費のかかる

維持管理が必要となるなどの難点がある。

　一：方，生態学的に裏付けされ，将来森林の高木層を形成しうる能力をもった苗木（主としてポ

ット苗）植栽は，少ない経費での広い面積の緑地帯の形成方法として最適である。また苗木植栽

では植栽初期の1～2年間は施肥，除草などの育成管理を必要とするが，植栽後3年目以降で

は，ほとんど維持，管理を必要としない利点がある。苗木植栽では，一般的に密に植栽されるた

め，活着後は苗木の急速な成長に伴って生態的緑地効果の増大や修景的にも地域の風土に適し，

優れた植生景観を形成することなどが期待される。ここで言うポット苗とは，ビニールポット仕
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様の苗木のことで，成木植栽と異なり移植時に根系の切断を行わないため，植栽後の苗木の活着

率が極めて高い。また良質のポット苗は，鉢（ビニールポット）の中で苗木の細根が良妊に発

達，充満している。さらに地上部は幹が太く，健全な樹形のポット苗が最良である。

5）ポット苗の植栽方法Planting　method　of　po批ed　seedling

　ポット苗の植栽の手願およびマウンド上での植栽時における注意事項を以下に示した（Fig。

48）。　　　　　帝

　　　（1）　配植方法

　自然植生あるいは潜在自然植生の構成種の中から選ばれた，将来森林の高木層を形成する能力

を持った樹木の苗木（ポット苗）は，できるだけ密に植栽する。植栽後は間引きや閾伐などの管

理を行わず，自然の森の形成過程と同様に自然淘汰にまかす。また苗木の種類は限定せず，植栽

ポット苛

植穴掘り

　　　～・1望　　i・i”

A　　　！陀
@　響嘉　　　　。　　，　，　　■　　，

@　　一

@　　　　　！．．渓　．
@　　　　　〕豚可　騨・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

植穴の深さ調節

|ット苛の植え付け

斜 n
埋戻し覆土

彦 …・1

あらかじめ仮掘した箇所に配澱しておく

・植穴の大きさは，ポット苗の鉢径の2～3倍
深さは，鉢の高さに対して5c田程度深めに

　　　・ポットの取りはずし（鉢底の穴から指で押しあげ

〕るようにする）

・深植えにならないように（莇の根鉢が元の地盤よ

　1）1～2cmでる程度）穴の底に土を戻して調節す

　る植え穴の中心に苗をすえる

　　　　　　　　　・穴の周囲の土を埋戻す
　　　　　　　　　　萬の根鉢が薄くかくれる程度に覆土

　　　　　　　　　　その際に押さえすぎないように，また植え穴と根
　　　　　　　　　　鉢の糊にすき間が生じないように

Fig，48．苗木（ポット苗）植え付けの手順。

Schema　of　s七eps　for　plantillg　po七七ed　seedliRgs．
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○　　　高木・亜高木

　　　Im・あたり2～3本
　　　をランダムに千鳥植え

　　　　　　　　　　　・ポット薪

　　　　　　　　　　　’敷ワラ（4kg／mり

騨㌃；〕ざ触

　　　　　　　基　　盤

lミ緊Ωム9Ω2

・表土（良質土）

○　　　低木

　　　1In1あたり2～3木
　　　をランダムに千鳥植え

’　、

　♪　花木
、’ @　マウンド前縁に3σ～

　　40cm㈹隔で列植

・そだ垣，土砂の流出を防ぐ

・深さ50c田程度掘削

Fig．49．　マウンド植栽におけるポット苗配植の一例。

　　Asample　of　plan七i玉｝g　seedlillgs　on　a　moulld．

適性樹種の中からできるだけ多くの種類を選定し，これらの苗木をランダムに，かつ互い違いに

なるように混植するのが良い（Fig．49）。

　自然の森では，その林縁部に森林内への風や陽光の侵入を防御し，林内の環境を安定した状態

に保つなどの生態的役割を持っている低木類やツル植物から構成されたマント群落がみられる。

このマント群落の生態的機能を活かす意味でも，将来大きくなる樹木の周りには，自然の生け垣

となる低木類を配置するのが望ましい（Fig．50）。

　　　②　マルチングによる苗木の保護

　植栽された若い苗木は根が伸長し，活着するまで通常1～2年かかる。その期間の苗木は弱体

であることから，植栽地の土壌水分の蒸発による乾燥化の軽減や雑草などの侵入防止の意味から

も，稲ワラなどによるマルチングを行うのが良い。稲ワラは1～2年ほどで不朽分解して苗木の

肥料に還元されるが，とくに，炭素の含有蚤の多い稲ワラは，分解時に土壌中の窒素を減少させ

る傾向があるので，この時期には追肥を行う必要がある。マルチングを行った後，事前に有機肥

料（鶏糞など）を散布しておくのも良い（Fig．5！）。

　　（3）急傾斜地および岩盤地における植栽方法

急傾斜地や岩盤など固い地盤が露出した造成法面などでは，客土した土が崩れる恐れがあった
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将米形成される樹冠

数年後の樹筒

（約7～8麟）

縁石 　　　　　！　抗　　ββ
　　　　！

虚診
！

ポット薪

／

　か凸衛心
（

敷ワラ

（へ

〆／＼！
！1 @　　　　　表：h

そだ堀

（マウンド）

　　　　　　　　1　　　　　　　　　　橘

　　　　　　　1マ、欝i，高鷲鰹木林，

　　　Fig．50。　ポット苗植栽による緑地形成の一例。

Asample　of　crea七ing　al・ellvironmental　pro七ection　forest　by

planting　po七ted　seedlings．

り客土そのものが困難である。このような造成法面では，編柵や杭を用いて土留めし，そこに客

土する。また固い地盤や岩盤の露出した所では，ドジル等で深さ30㎝ほど掘削し，そこに客土す

るか，法面を幾つかに段切りし，各段の縁に編柵を設置し，そこに厚さ30cmほど客土するなどし

て植栽する（Fig．52）。

6）　植栽後の維持，管理方法Maintemnce　after　planting

　苗木を植栽した後2～3年ほどぱ，苗木の成長を陰害する！雑草の除草，水やり，施肥等の維

持，管理を行う必要がある。この育成期間をすぎ，苗木が2m以上に伸長：し，枝葉を茂らせる状

態になれば，除草などの人為的管理ぱ不要となる。さらに，密植された苗木は，台風や干害など

に対して，全般的に抵抗力が増大する。このように植栽後3年ほどで，苗木相互の生存競争，自
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Fig．51．　マウンド（盛土）面の敷ワラによるマルチングの施工方法。
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然海汰など自然の管理にまかせるのが良い。人為的管理を必要とする育成期聞の管理内容につい

ては以下に示した。

　　　（1＞除　　　草

　植栽後3年ほどは，苗木が雑草に覆われて衰弱しないように，毎年2～3圓程度，雑草の繁茂

する夏季の前後で除草を行う。雑苧：は手や鎌を使って抜き取り，そのまま植栽地に敷き込む。

　　　②　施　　　肥

　植栽後3年ほどは，樹木の成長に応じて肥料を施す。ところで肥料の種類は，成分により無機

質系肥料と有機質系肥糖こ大別される。さらに，主成分により，チッソ肥料，リン酸肥料，ヵリ

肥料などに分けられる。また効果の現れかたにより郎効性胞料，遅効性肥料に分けられるので，

それぞれの特性を活かした適切な施肥を行う必要がある。

　　　（3＞病虫害の駆除

　擁立として病虫警予防のための薬剤散布は行わないGただし，病虫害が多発した晴には適時駆

除する。

　　　㈲　水　や　り

　灌水は異常渇水や干ばつが起きた時を除き原則的に不要である。

　　　〈5）そ　の　他

　間伐や間引きそして勢定は原測として行わない。
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お　わ　り　に

Conclusion

　「大分市の植生」に関わる報告書は，平成6年の10月および11月，そして平成7年の5月に実

施された植生調査結果に基づいて作成された。調査鰐象地域は，大分市全域と市に隣接する市町

村および大分県内の一部に及ぶ。今回行われた植生調査の結果，大分市に分布する自然および代

償植生の群落単位と大分市の植生景観の分布特性がほぼ明らかにされた。本報告書では識別され

た植生単位に基づいて現存植生図が作成された。また植生自然度図も作成された。さらに群禎物

祇会学的手法を用いた潜在自然植生域の分析，評価に基づいて潜在自然植生図の作成を行ってい

る。この他，本報告では，大分市が将来にわたって人間と自然が共生できるみどり豊かな生活環

境づくりを推進していくための指針となる生態学的緑化植栽の方法が提言された。

　これらの大分市の緑の現状および潜在的な地域特性に関する植生生態学的分析・評価等の研究

成果は，将来，大分市が郷土の自然特性を生かした，やさしさにあふれる，魅力ある都市の創造

と永続的な発展を尉旨した環境行政を策定するための基礎資料となることが期待される。

　現地での植生調査に際して，木下敬之助大分市長をはじめ都市計画部公園緑地課の職員の方

方，とくに岡部廣華氏に終始便宜を与えて戴いた。また現地植生調査および資料の整理に活動し

た本学大学院工学研究科学生の阿詔聖哉，畠瀬頼子，由田麻子，笠原恵美子，尾関哲史の諸氏に

感謝致します。
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